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古典的な楕円函数論で常用する函数 $\sigma(u)$ と $\wp(u)$ について

$(-1)^{n- 1}\mathrm{m}_{1!2!\cdots(n-1)!\frac{\sigma(u^{(1)}+\mathrm{u}^{(2)}+\cdots+u^{\langle n)}).\Pi\cdot<j\sigma(u^{(\backslash )}-u^{(f)})}{\sigma(u^{(1)})n\sigma(u^{(2)})n..\sigma(u^{(\mathfrak{n})})n}}^{n-2}.\cdot$

$(0\cdot 1)$ $=$なる等式が成り立つ $([\mathrm{F}\mathrm{S}])$ . これに先立ち, Kiepert は

(02) $(-1)^{\hslash-1}(1!2! \cdots(n-1)!)^{2}\frac{\sigma(n\mathrm{u})}{\sigma(u)^{n^{2}}}=|p^{(n- 1)}:\wp’’\wp’.$ $\wp^{(\hslash)}\wp’’\wp’’:.’$

$..$ .
$\wp^{(2n-\theta)}\wp^{\langle n.- 1)}\wp^{(\mathfrak{n})}:|(u)$

なる等式を得てゐる $([\mathrm{K}\mathrm{i}|)$ . これは (0.1) の極限を取ることで証明できる.
この等式を種数が 2以上の代数曲線に付随する Abel 函数に–般化することを考

へたい 1. まつ (0.1) と (0.2) について, やや自明な書き換へを行なふ. $y(u)= \frac{1}{2}\wp’(\mathrm{u})$

および $x(u)=\wp(u)$ とおくと等式 $y(u)^{2}=x(u)^{3}+\cdots$ を得るが, これが上記の

函数 $\wp(u)$ と $\sigma(u)$ が付随する楕円曲線である. ここで, 変数 $u$ と楕円曲線の座標

$(x(u), y(u))$ は適当な積分路についての積分

(0.3) $u= \int_{\infty}^{(x(u),y(u))}\frac{dx}{2\mathrm{y}}$

で対応してみる. このとき (0.1) と (0.2) はそれぞれ

$\frac{\sigma(u^{(1)}+u^{(2)}+\cdots+u^{(n)})\Pi i<j\sigma(u^{(i)}-u^{(\mathrm{j}\rangle})}{\sigma(u^{(1)})n\sigma(u^{(2)})^{n}\cdots\sigma(u^{(\mathfrak{n})})^{n}}$

(04)
$=|_{1}^{1}1:.$ $x(u^{(1)}.)x(\mathrm{u}^{(2)})x(u^{(n)}):$ $y(u^{(1)}.)y(u^{(2)})y(u^{(n)})|$

$x_{2}^{2}(u^{(1)}.)x^{2}(u^{(2)})x^{(u^{(\hslash)})}:$ $yx(u^{(1)}.)yx(u^{(2)})yx(u^{(\mathfrak{n})}):$ $x^{3}(u^{(1)}.)x^{3}(u^{(2)})x^{3}(u^{(\mathfrak{n})}):$ $:.\cdot:::||$

1そのような動機は Gauss 和を巡る考察から起つたのであるが, できあがってみると, 反応があったの

は数理物理の方面の研究者ばかりで, そちらの方面の方に取っては興味深い等式であるらしい.
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(0.5) $1!2! \cdots(n-1)!\frac{\sigma(nu)}{\sigma(u)^{n^{2}}}=|_{:}^{x’’}x^{(n-1)}x’$. $y^{(n-1)}y’y’|.$

’

$(x^{2})^{(n-1)}(x^{2}.)’(x^{2})’:$

’

$(yx)^{(n-1)}(yx.)(yx)’:$

”

$..\cdot.::|(u)$

と書き換へられる.
筆者は最近 (0.4) と (0.5) を表題の様な代数曲線のいくつかに対して–般化した

$([\hat{\mathrm{O}}1], [\hat{\mathrm{O}}2], [\hat{\mathrm{O}}\bm{3}], [\hat{\mathrm{O}}4], [\hat{\mathrm{O}}5])$ . これらの idea の源泉は筆者にとっては Dmld Grant
氏の非常に originality に富んだ論文 [G] に基づく その idea を–言で述べれば
$\langle\langle$Jacobi 多様体上で考へないで, むしろ, その中に埋め込まれてみる曲線上で考へる》
となる .2. その新公式を, 無限遠に唯–の点 $\infty$ を有する種数 2の曲線

(0.6) $C:y^{2}=x^{5}+\cdots$ (右辺は $x$ の 5次式)

について述べるならば, まつ Frobenius-Sti&elberger 公式 (0.4) の–般化 l’J

$\frac{\sigma(u^{(1)}+u^{(2)}+\cdots+u^{(\mathfrak{n}\rangle})\Pi.:\prec j\sigma(\mathrm{u}^{(\cdot)}-u^{(\mathrm{j})})}{\sigma_{2}(u^{(1)})^{n}\sigma_{2}(u^{(2)})^{n}\cdot\cdot\sigma_{2}(\mathrm{u}^{(n)})^{n}}$

(07)
$=|_{1}^{1}1:$

.
$x(u^{(n)}.)x(u^{(1)})x(u^{(2)})$: $x^{2}(\mathrm{u}^{(n)}.)x^{2}(u^{(\iota)})x^{2}(u^{(2)}):$ $y(\mathrm{u}^{\langle n)}.)y(u^{(1)})y(u^{(2)})$:

$yx(u^{(n)}.)yx(u^{(1)})yx(u^{(2)}):$ $x^{3}(u^{(n)}.)x^{3}(u^{(1)})x^{3}(u^{(2)})$: $.\cdot..\cdot::|$

となる ( $[\hat{\mathrm{O}}1$ , Th. 23], $[\hat{\mathrm{O}}3$ , Th.62]) この式に現れる記号の意味は以下に説明す
るが, 特に各変数の定義域, 左辺の分母, 右辺の成分に並ぶ函数の列に注意されたい.
いま

(0.8) $(u_{1}, u_{2})= \int_{\infty}^{(x,y)}(\frac{\mathrm{d}x}{2y},$ $\frac{x\mathrm{d}x}{2y})$

なる積分を考へて, 右辺の積分の積分路と終点 $(x, y)$ を動かすと, その値 $u=(u_{1}, u_{2})$

の全体 (1次元の多様体, $\subset \mathrm{C}^{2}$ ) を定義域として函数 $x(u),$ $y(u)$ が定義される. 全空

間 $\mathrm{C}^{2}$ の座標も $u=(u_{1}, u_{2})$ と記せば, 詳細は本文で述べるが, 2変数の sigma 函数

(0.9) $\sigma(u)=\sigma(u_{1}, u_{2})$

が定義されるので, それの偏導函数を

(0.10) $\sigma_{2}(u):=\frac{\partial}{\partial u_{2}}\sigma(u)$

と記してみる. (0.5) の-般化である Kiepert 型の公式も同様に成り立ち

(0.12) $1!2! \cdots(n-1)!\frac{\sigma(nu)}{\sigma_{2}(u)^{n^{2}}}=|_{x^{(\mathfrak{n}-1)}}^{x’}x’:.$

’

$(x^{2})^{(n-1)}(x^{2}.)’(x^{2})’$

:
$y^{(n-1)}y’’y’:$. $(yx)^{(n-1)}(yx.)’(yx)’:$

’

$...\cdot...\cdot..|(u)$

2 しかし実際には, この考へ方はたとへば F.Klein の論文 [Kll], [K12] などに既に見える. このこと

は中屋敷厚氏に教へていただいた. ちなみにこの Klein の論文は超楕円函数の場合について, sigma 函数

を theta 級数なしで表示する方法を与へてるる.
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となる ( $[\hat{\mathrm{O}}1$ , Th. 33], $[\hat{\mathrm{O}}3$ , Th. 8.3]). ただし, これらの式の変数の定義域の上では

$u_{2}$ が原点の周りでの局所助変数であるので, ‘で $\mathrm{d}/\mathrm{d}u_{2}$ を表してみる.

これらを (0.1) や (0.2) の形に書くことも容易である. さらに, 左辺の各因子を, 考

へてるる曲線に対応する多変数 $\sigma$ 函数の適当な導関数で置き換へて得られる同様の
公式を説明するのが本報告の目的である 3.
主結果の詳細は $[\hat{\mathrm{O}}5]$ を参照していただくこととして, 本報告では, 結果自体を正

確かつ丁寧に述べ, 証明の細部を省略した. 特に, 今までの Abel 函数論では馴染み
のない対象が登場するので, その辺をとくに丁寧に解説したつもりである.
これらの結果が得られたのは, 忍耐強 $\text{く}$ discussion に付き合ってくれた松谷茂樹

氏の支へがあったればこそである. 彼に最大の感謝を捧げたい. また J.C. Eilbeck,

V.Z. Enolskii, E. Previato の各氏と松谷氏を招いて首都大で 2005年初夏に行なった
研究交流で筆者は多大な刺激を受けた. 合せて深く感謝申し上げる.

読者には本報告を読み始める前に, まつ \S 9の主結果 (予想 9.1) を御覧いただき
たい. そこに現れる様々な函数や記号などは, 楕円函数の場合においてそれらに対応
する対象を想起してみるに非常に基本的であるにも拘らず, 今まであまり現れて来な
かったのものである. 従ってそれらを定義し説明するには紙数を要するが, 一旦理解
してみれば, それらが何如に自然な対象であるか納得していただけるものと信ずる.
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1. Purely $d$-gonal curve with unique point at infinity
まつ, 方程式

(11) $c_{:y^{d}=x^{s}+\lambda_{1^{X^{S-1}+\cdots+\lambda_{s-1}x+\lambda_{\mathit{8}}}}}$

で定義された代数曲線 $C$ を考へる ただし, $\mathrm{g}\mathrm{c}\mathrm{d}(d, s)=1,$ $d<s$ とする. 表題の

purely $d$-gonal といふのは $y$ を含む項が左辺の 1 っだけであることを意味してみ
る. また $C$ は自然に無限遠点に 1点。 を添加して完備射影曲線と見徹されるので,
“with unique point at infinity” と称してみる. 基礎の環 (体) は複素数体であること
を要求しないが, わかり易くするために, ここではそれを仮定する. 曲線 $C$ は, 非特
異であればその種数は

(12) $g=(d-1)(s-1)/2$

である. いま $a_{j}\geqq 0,$ $b_{j}\geqq 0$ として,

(1.3) $\{a_{1}d+b_{1}s(=0), a_{2}d+b_{2}s(=d), a_{3}d+b_{3}s, \cdots, a_{g}d+b_{g}s\}$

を $C$ の。 に於ける Weierstraes non-gap sequence, つまり $\infty$ における極が取り得
る位数を小さい順に並べたものとする. これの始めの g 個を使って作った微分形式 4

(1.4) $\frac{x^{a_{1}}y^{b_{1}}\mathrm{d}x}{dy^{d-1}}(=\frac{\mathrm{d}x}{dy^{d-1}}),$ $\frac{x^{a_{2}}y^{b_{2}}\mathrm{d}x}{dy^{d-1}}(=\frac{x\mathrm{d}x}{dy^{d-1}}),$ $\cdots$ , $\frac{x^{a_{\mathrm{j}}}y^{b_{J\mathrm{d}X}}}{dy^{d-1}},$ $\cdots’\frac{x^{a_{\mathit{9}}}\mathrm{y}^{b_{\mathit{9}}}\mathrm{d}x}{dy^{d-1}}$

は $C$ 上の正則な微分形式の空間の基底を成す これらを $g$ 次元の vector にして

$\omega=(\omega_{1}, \omega_{2}, \cdots, \omega_{\mathit{9}})=(\omega_{1}(x, y),$$\omega_{2}(x, y),$ $\cdots,$
$\omega_{g}(x, y))$

$(1.5)$
$=( \frac{\mathrm{d}x}{dy^{d-1}},$ $\frac{x\mathrm{d}_{X}}{dy^{d-1}}$

. . . , $\frac{x^{a_{j}}y^{b_{\mathrm{j}}}\mathrm{d}x}{dy^{d-1}},$ $\cdots$ , $\frac{x^{a_{\mathit{9}}}y^{b_{\mathit{9}}}\mathrm{d}x}{dy^{d-1}})$

等と書く. 以下では $\Lambda$ で (1.5) の微分形式が定める周期格子を表す. つまり

(1.6) $\Lambda=$ “あらゆる内積分路に関する積分 $\oint\omega$ 達の生成する格子” $\subset \mathrm{C}^{\mathit{9}}$

とする. また

(1.7) $\{w_{\mathit{9}}(=2g-1), w_{g-1}, \cdot. . , w_{2}, w_{1}(=1)\}$

を。 における weierstrass gap sequence, つまり (1.5) の隙間を埋める数列 5を大き
い順に並べたものとする. 曲線 $C$ の上記の $\Lambda$ に対応する Jacobi 多様体 (の $\mathrm{C}$ 有理

点全体) を $J$ と記す. 即ち

(1.8) $J:=\mathrm{C}^{g}/\Lambda$ .

4紛らはしいが italic $d$ と roman $\mathrm{d}$ とを混同しないでいただきたい.
5この場合, それらが丁度 $g$ 個となることは基本的なことである.
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また, $C$ の $J$ への埋め込みを

(1.9) $\iota$ : $Crightarrow$ $J$, $(x, y) \mapsto\int_{\infty}^{(x,y)}\omega$ mod A $\in \mathrm{C}^{\mathit{9}}/\Lambda$

で固定しておく. これは $\infty$ を $J$ の原点に写す写像である さらに, $\kappa$ で modulo A
で与へられる $\mathrm{C}^{g}$ から $\mathrm{C}^{g}/\Lambda$ への写像を表す:

(1.10) $\kappa:\mathrm{C}^{\mathit{9}}arrow \mathrm{C}^{\mathit{9}}/\Lambda(=j)$ .

このとき

(111) $\kappa^{-1}\iota(C)arrow\iota(C)\simeq C$

は $C$ の普遍可換被覆となってみる. この上を動く点 $u\in\kappa^{-1}\iota(C)(\subset \mathrm{C}^{\mathit{9}})$ について

は函数

(112) $\mathrm{u}\mapsto x(u)$ , $urightarrow y(u)$

が定義される. この変数は $u$ の座標を全空間 $\mathrm{C}^{\mathit{9}}$ の自然な座標を持つが, それを

(1.13) $u=(u_{\langle w_{\mathit{9}}\text{》}}, u_{\langle w_{\mathit{9}-1})}, \cdots, u_{\langle w_{1}\rangle})$

2. Jacobi 多様体の層化構造

次に Jacobi 多様体 $J$ を階層構造 (stratification) を入れる まつ (1.9) を拡張して

(2.1) $\iota$ : $\mathrm{S}\mathrm{y}\mathrm{m}^{n}Carrow J$, $(P_{1}, \cdots, P_{n})rightarrow\sum_{j=1}^{n}\int_{\infty}^{P_{j}}\omega$
$\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} \Lambda$
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を考へ,

(2.2) $W^{[n]}:=\iota(\mathrm{S}\mathrm{y}\mathrm{m}^{n}C)\subset J$

とおく. 従って $W^{[\iota]}=\iota(C)$ である. よく知られてみる様に $n=g$ の場合の (2.1) の
積分の全体

(23) $\{u=(u_{\{w_{\mathit{9}}\rangle}, u_{\langle w_{g-1}\rangle}, \cdots, u_{(w_{1}\rangle})=\sum_{j=1}^{\mathit{9}}\int_{\infty}^{P_{\mathrm{j}}}\omega|_{\hslash\#\}\text{はあら}\phi \text{る}\mathfrak{B}\text{を}\#+}^{(P_{1},,P_{\mathit{9}})\in \mathrm{S}\mathrm{y}\mathrm{m}^{g}C}’.\}$

は全空間 $\mathrm{C}^{\mathit{9}}$ を覆ふ (従って $n=g$ なら $\iota$ は全射) ので, これに応じて $\mathrm{C}^{g}$ の座標は

(2.4) $(u_{(wg\rangle}, u_{(\mathrm{t}v_{g-1}\rangle}, \cdots, u_{(w_{1}\rangle})$

と記す (\S 3参照). さらに

(2.5) [-1] $(u_{\langle w_{\mathit{9}^{\rangle}}}, u_{\langle w_{g-1^{\rangle}}}, \cdots, u_{\langle w_{1^{\rangle}}})=(-u_{\langle w_{\mathit{9}}\rangle}, -u_{(w_{\rho-1^{\rangle}}}, \cdots, -u_{\langle w_{1^{\rangle}}})$

とし,

(2.6) $\mathrm{e}^{\mathrm{r}\sim \mathrm{l}}:=W^{|n|}\cup[-1]W^{\iota n\}}$

と定義する. このとき $J$ の階層構造が
$\infty\in \mathrm{S}\mathrm{y}\mathrm{m}^{1}\mathrm{C}$ $\subset \mathrm{S}\mathrm{y}\mathrm{m}^{2}C\subset$ ... $\subset \mathrm{S}\mathrm{y}\mathrm{m}^{g-1}C\subset \mathrm{S}\mathrm{y}\mathrm{m}^{\mathit{9}}C$.

$\downarrow$ $\downarrow$ $\downarrow$
$\downarrow$

$\downarrow$

(2.7) $\mathit{0}\in W^{[1]}$ $\subset W^{[2]}$ $\subset$ ... $\subset W^{[g-1]}$ $\subset W^{[g]}$

$||$ $\cap$ $\cap$ 寡 $||$

$o\in\Theta^{[1]}$ $\subset\Theta^{[2]}$
$\subset$ ... $\subset\Theta^{[g-1]}$ $\subset \mathrm{e}^{[g]}=J=\mathrm{C}^{g}/\Lambda$

の様に定まる.

注意 2.8たとへば楕円曲線や楕円曲線 (つまり $d=2$) については $\Theta^{[k]}=W^{[k]}$ であ

るが, 一般には $\Theta^{[k]}\neq W^{\mathrm{l}k\mathrm{l}}(1\leqq k\leqq g-1)$ である.

この重さは重要であって, これにより本報告に現れる全ての等式が斉重となる.
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4. Sigma 函数

ここでは, この理論において最も重要な函数 $\sigma(u)$

$\sigma(u)=\sigma(u_{\langle w_{\mathit{9}}\rangle}, u_{(w_{\mathit{9}-1}\rangle}, \cdots, u_{\langle w_{1}\rangle})$

(4.1)
$=\sigma(u_{(2g-1\rangle}, u_{\langle w_{g-1}\rangle}, \cdots, u_{\langle 1\rangle})$

を定義から始めて詳しく解説する. 比較的新しい参考文献としては [BELI, Chap. 1]
などがある. 函数 $\sigma(u)$ は下記の data から定義されるものである:

–. (1.5) で与へた $C$ 上の第 1種微分形式 $\omega_{1},$ $\omega_{2},$ $\cdots,$ $\omega_{g}$ ;
–. 適切な仕方で選ばれた $g$ 個の線形独立な第 2種微分形式 $\eta_{1},$ $\eta_{2},$ $\cdots,$ $\eta_{g}$ ;

–. $H_{1}0(C, \mathrm{Z})$ の生成元を代表する $C$ 上の $2g$ 本の閉ぢた路 $\alpha_{1},$ $\alpha_{2},$ $\cdots,$ $\alpha_{\mathit{9}},$

$\beta_{1}$ ,
$\beta_{2},$

$\cdots,$
$\beta_{\mathit{9}}$ で, その交点数が $\alpha_{i}\cdot\alpha_{j}=\sqrt i.\beta_{j}=\delta_{ij},$ $\alpha_{i}\cdot\beta_{j}=0$ となってみる

もの.

以下は [Ba] の p.68およびこれの p.194の 12式の周辺に依る. まつ, (1.5) で定義

した第 1種微分形式吻から作られる周期の行列を

(4.2) $[ \omega’\omega’’]=[\int_{\alpha}:\omega_{j}$ $\int_{\beta:}\omega_{j}]_{i,j=1,2,\mathit{9}}\ldots$

,

と書く. さらに

(4.3) $\Omega((x, y),$
$(x’, y’))= \frac{1}{(x-x’)dy^{d-1}}\sum y^{d-k}y^{\prime^{k-1}}d$

$k=1$

を考へて, 第 2種微分形式 $\eta_{j}=\eta_{j}(x$ ,のを

(4.4) $\frac{\partial\Omega((x’,y’),(x,y))}{\partial x}-\frac{\partial\Omega((x,y),(x’,y’))}{\partial x’}=\sum_{\mathfrak{i}=1}^{\mathit{9}}\frac{\omega:(x,y)}{\mathrm{d}x}\frac{\eta:(x’,y’)}{\mathrm{d}x^{l}}-\frac{\omega:(x’,y’)}{\mathrm{d}x’}\frac{\eta:(x,y)}{\mathrm{d}x}$

が満たされるものとして定め, その周期のなす行列を

(4.5) $[ \omega’\omega’’]=[\int_{\alpha_{i}}\omega_{j}$ $\int_{\beta_{*}}.\omega_{j}]_{i,j=1,2,3}$ , $[ \eta’\eta’’]=[\int_{\alpha:}\eta_{j}$ $\int_{\beta:}\eta_{j}]_{:.j=1,2,3}$

と記す. この 2つの行列を結合して

(4.6) $M=$
と書く. このとき $M$ は

(4.7) $Mt_{M=2\pi\sqrt{-1}}$ $.1_{g}$ $-1_{g}]$

を満たすが, これが -般 Legendre 関係式である (see (1.14) in p.ll of [BELI]).

特に $\omega^{\prime-1}\omega’’$ は対称行列である. また

(4.8) ${\rm Im}(\omega’-1\omega’’)$ は正定値行列
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である. いま

(4.9) $\delta=\in(\frac{1}{2}\mathrm{Z})^{2g}$

を, $C$ の基点を。 としたときの $[\omega’\omega’’]$ に関して Riemann 定数を与へる theta
characteristic ([Mu], pp. 163-166, または [BELI], p.15, (1.18)) とする. 微分形式

(3.5) を見れば $C$ の標準因子類 (canonical divisor class) は $(2g-2)\infty$ になってみる

ことがわかるので, 任意の theta characteristic は $( \frac{1}{2}\mathrm{Z})^{2g}$ に属する. そこで,

$\sigma(\sim u)=\exp(-\frac{1}{2}u\eta’\omega^{\prime-1}{}^{t}u)\theta[\delta](\omega^{\prime-1}t_{u;}\omega^{\prime^{-1}}\omega’’)$

$= \exp(-\frac{1}{2}u\eta’\omega’-1t_{u)}$

(4.10)
$\mathrm{x}\sum_{n\in \mathrm{Z}^{g}}\exp[2\pi i\{\frac{1}{2}{}^{t}(n+\delta’)\omega^{\prime-1}\omega’’(n+\delta’)+{}^{t}(n+\delta’)(z+\delta’’)\}]$

と定義すると, これは我々の定義したい函数

(4.11) $\sigma(u)=\sigma(u;M)=\sigma(u_{(w_{\theta}\rangle}, u_{(w_{g-1})}, \cdots, u_{\langle w_{1}\rangle} ; M)$ .
に $0$ でない定数を掛けたものになってみる. この定数については, それほど重要でな

いので省略する. 詳しくは $[\hat{\mathrm{O}}5],$ \S 5.1に説明がある.
以下では, 与へられた $u\in \mathrm{C}^{g}$ に対して $u’$ および $u”$ で

(4.12) $u=u’\omega’+u’’\omega’’$ .
となる $\mathrm{R}^{g}$ の元を示すことにする. このとき $u,$

$v\in \mathrm{C}^{\mathit{9}}$ と $\ell(=\ell’\omega’+\ell’’\omega’’)\in\Lambda$ に

ついて
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5. 固有函数としての si$\mathrm{g}\mathrm{m}\mathrm{a}$ 函数

いま

(5.1)
$\zeta=e^{2\pi\sqrt{-1}/d}$

と書くとき,
$–$ ,

$\backslash$ $\mathrm{r}_{P}\nu\rceil/-$ $\cdot.\mathrm{t}.-/" r\nu..\backslash$

6. $\mathrm{S}\mathrm{c}\mathrm{h}\mathrm{u}\mathrm{r}-\mathrm{W}\mathrm{e}\mathrm{i}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{s}\mathrm{t}\mathrm{r}\mathrm{a}\mathrm{s}\mathrm{s}$ 多項式

函数 $\sigma(\dot{u})$ の $\lambda_{j}arrow 0$ のときの極限

(6.1) $S(u):=1\mathrm{i}\mathrm{m}\sigma(u)\forall\lambda_{\dot{f}}arrow 0$

は schur-Weierstrass 多項式と呼ばれる素性の良くわ力\supset つたもの}\breve \acuteなるこどが知

られてゐる ([Ba], [BEL2] など) そのことは, 定理 9.2の証明で{は非常に重要であ
るが, 予想自体を述べるためにはそのことは必要なく, 詳細は $[\hat{\mathrm{O}}5]\}^{}$.あるので, ここ

では省くことにする. ただ, 多項式 $S(u)$ は具体的を書き下すこと力 $\leq$できるので (6.1)

から, そのことは直ちに $\sigma(u)$ の幕級数展開の始めの $\mathrm{A}$ ) くつ力 1の項力 $\int$わ力 1ることを意

味する. 参考のために, ここではいくつか例を記しておく.
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注意 8.4. (1) $\mathrm{s}\mathrm{w}(I)=0$ となるのは $I=\langle\rangle$ の場合のみなので上記の定理は $\sigma(u\underline{)}$が

$\mathrm{C}^{g}=\kappa^{-1}(\Theta^{\text{【}g\mathrm{l}})$ 上で translational relation を満し, $\sigma(\Theta^{[q-1]})=0$ となることを示し

てみる. これらは命題 4.12に他ならない.
(2) $\mathrm{s}\mathrm{w}(I)=1$ となるのは $I=\{1\}$ の場合のみなので上記の定理}は $\sigma_{(g-1)}(u)$ が $\Theta^{lg-1|}$

上で translational relation を満し,. $\sigma_{(1\rangle}(\Theta^{[g-2]})=0$ を満すことを示してゐる.

(3) $\mathrm{s}\mathrm{w}(I)>1$ については添付の表に示す計算結果から証明される.

さて, この論文 $[\hat{\mathrm{O}}5]$ では 81を示すのに剥離法なるものを用いてみる. 恐らく,

最も洗練されたやり方は, translational relation の解空間が 1次元であることなどを
うまく利用して, Schur-Weierstras$\mathrm{s}$ 多項式の行列式表示に帰着させることだと思は
れるが, 現時点では考察が不+分であるためにさうできない. また $[_{\wedge}\mathrm{O}\bm{3}]$ の超楕円曲

線の場合の証明を–般の $(d, s)$ に対して適用することはできない ( $[\mathrm{O}6]$ 参照).
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$\# 8.5\sigma_{I}(\mathrm{O}^{[n]}-)\sigma)\mathrm{g}$

$*$ : There exist some $I$ such that $\sigma_{I}(u)$ is not “identically zero” on $\Theta^{[n]}$ .
$\mathrm{t}\mathrm{r}\mathrm{a}\mathrm{r}\mathrm{c}\Gamma^{6}$ : $\sigma_{I}(u)$ satisfies the translational relation, namely $\sigma_{I}(u+\ell)=\sigma_{I}(u)\exp L(u+\frac{1}{2}\ell,\ell)$

for $\mathrm{u}\in\Theta^{[\mathfrak{n}1}$ and $\ell\in\Lambda$ .
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